
(57)【要約】

【課題】多様化したユーザのニーズに柔軟に対応するこ

とができるスクリュー圧縮機を提供する。

【解決手段】空気を圧縮する圧縮機本体１と、この圧縮

機本体１を駆動するモータ２と、このモータ２の回転数

を所定の可変制御範囲内で可変に制御するインバータ１

３と、圧縮機本体１から吐出される圧縮空気の吐出圧力

を検出する圧力センサ７と、モータ２の回転数の可変制

御範囲を所定の範囲に固定してインバータ１３を制御す

る可変速モード１、モータ２の回転数の可変制御範囲を

目標圧力設定Ｐｉに応じて変更するようにインバータ１

３を制御する可変速モード２、モータ２の回転数の可変

制御範囲を圧力センサ７で検出した吐出圧力Ｐ１に応じ

て運転中に自動的に変更するようにインバータ１３を制

御する可変速モード３のいずれか１つに選択時に切り換

えられ、そのモードでインバータ１３を制御する制御装

置１４とを有する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 本 体 と 、
こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、
こ の モ ー タ の 回 転 数 を 所 定 の 可 変 制 御 範 囲 内 で 可 変 に 制 御 す る イ ン バ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機
本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、
前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を 所 定 の 範 囲 に 固 定 し て 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第
１ の 制 御 モ ー ド 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を 目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 変 更 す る よ
う に 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 及 び 前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範
囲 を 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 す る よ う に 前 記
イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 ３ の 制 御 モ ー ド の い ず れ か １ つ に 選 択 時 に 切 り 換 え ら れ 、 そ の 切
り 換 え ら れ た モ ー ド で 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 １ 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、
及 び 第 ３ の 制 御 モ ー ド の い ず れ か が 選 択 入 力 さ れ 、 こ れ に 応 じ た 選 択 信 号 を 前 記 第 １ 制 御
手 段 に 出 力 す る 選 択 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
空 気 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 本 体 と 、
こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、
こ の モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 に 制 御 す る イ ン バ ー タ と 、
前 記 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、
前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値 を 変 更 す る よ う に 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る
第 ２ 制 御 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 第 ２ 制 御 手 段 は 前 記 可 変 制 御 範 囲 の 下 限
値 を 予 め 設 定 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 第 ２ 制 御 手 段 は 、 前 記 可 変 制 御 範 囲 の 下
限 値 を 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 す る こ と を 特
徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ６ 】
空 気 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 本 体 と 、
こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、
こ の モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 に 制 御 す る イ ン バ ー タ と 、
前 記 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 上 流 側
圧 力 検 出 手 段 と 、
こ の 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 に 応 じ て 、 前 記 第 １
の 検 出 位 置 よ り 流 れ 方 向 下 流 側 に お け る 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 が 所 定 の 範 囲 内 と な
る よ う に 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 前 記 イ ン バ ー タ を 介 し て 可 変 制 御 す る 第 ３ 制 御 手 段 と を
備 え た こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 第 ３ 制 御 手 段 は 、 前 記 上 流 側 圧 力 検 出 手
段 で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 に 応 じ て 前 記 第 １ の 検 出 位 置 と 前 記 第 ２ の
検 出 位 置 と の 間 の 圧 力 差 を 演 算 し 、 こ の 演 算 し た 圧 力 差 に 応 じ て 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 可
変 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 第 ２ の 検 出 位 置 に 下 流 側 圧 力 検 出 手 段 を
さ ら に 備 え 、 前 記 第 ３ 制 御 手 段 は 、 前 記 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出 位
置 で の 吐 出 圧 力 と 前 記 下 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 と

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-190583 A 2004.7.8



の 偏 差 に 応 じ て 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 イ ン バ ー タ に よ り モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 制 御 し 、 吐 出 圧 力 を 一 定 に 制 御 す る ス
ク リ ュ ー 圧 縮 機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 例 え ば 空 気 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 本 体 と 、 こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆
動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 制 御 す る イ ン バ ー タ と 、 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出
さ れ る 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、 こ の 圧 力 検 出 手 段 の 検 出 し た 吐 出
圧 力 と 目 標 圧 力 設 定 と の 偏 差 に 基 づ き イ ン バ ー タ に 演 算 結 果 を 出 力 す る 制 御 手 段 と を 備 え
て お り 、 こ の 制 御 手 段 か ら 入 力 さ れ た 演 算 結 果 に 応 じ た 周 波 数 を イ ン バ ー タ が モ ー タ に 出
力 し て モ ー タ の 回 転 数 を 制 御 す る こ と で 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 吐 出 圧 力 は ほ ぼ 一 定 に 目 標
圧 力 に な る よ う に な っ て い る 。 な お 、 元 来 よ り 、 こ の イ ン バ ー タ に よ る モ ー タ 回 転 数 の 可
変 制 御 範 囲 の 上 限 値 及 び 下 限 値 は 、 所 定 の 値 に 固 定 さ れ て い た （ 以 下 、 元 来 の 技 術 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ で 、 近 年 、 １ ９ ９ ７ 年 １ ２ 月 に 開 催 さ れ た 地 球 温 暖 化 防 止 京 都 会 議 及 び そ れ に 伴 う
省 エ ネ 法 の 改 正 等 に よ り 、 工 場 事 業 所 等 に お け る 省 エ ネ 化 の 要 望 が 急 激 に 高 ま っ て い る 。
特 に 、 国 内 消 費 電 力 の ５ ％ を 占 め る 空 気 圧 縮 機 の 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が 急 務 と な っ て
い る 。 こ の よ う な 気 運 の 下 、 例 え ば １ 段 の 上 記 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 場 合 、 目 標 圧 力 設 定 を
０ ． １ Ｍ Ｐ ａ 下 げ て 運 転 す る こ と で 理 論 断 熱 動 力 上 の 動 力 を 例 え ば 約 ７ ～ ８ ％ 程 度 低 減 で
き る こ と に 着 眼 し 、 多 く の 工 場 事 業 所 等 に お い て 、 空 気 圧 縮 機 の 現 状 の 目 標 圧 力 設 定 を 見
直 し 適 正 な 圧 力 に 下 げ て 運 転 す る こ と で 消 費 電 力 の 削 減 が 図 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う に 、 目 標 圧 力 設 定 を 下 げ て 運 転 す る こ と で そ の 分 の 動 力 を 低 減 で き 、 モ ー タ の 能
力 に 余 裕 を 作 る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 例 え ば 何 ら か の 事 情 で 圧 縮 機 の 出 力 側 に お
け る 使 用 空 気 量 が 一 時 的 に 定 格 空 気 量 を 上 回 る 場 合 等 に お い て は 、 上 記 元 来 の 技 術 の よ う
に モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 が 固 定 さ れ た ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 で は そ の 回 転 数 が 上 限 値
に よ り 制 限 さ れ て し ま い 、 定 格 空 気 量 し か 吐 出 す る こ と が で き な い た め に 吐 出 空 気 量 が 不
足 し て 、 モ ー タ の 能 力 に は 余 裕 が あ る に も 拘 ら ず 吐 出 圧 力 が 一 時 的 に 大 き く 低 下 す る 事 態
を 招 い て い た 。 ま た 、 こ れ を 回 避 す る た め に は 、 モ ー タ と 圧 縮 機 本 体 と の 間 の ギ ヤ 又 は プ
ー リ の 比 率 を 変 更 し 、 圧 縮 機 本 体 の 回 転 数 を よ り 増 加 さ せ る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 こ の よ う な 背 景 に 基 づ き 、 従 来 、 圧 縮 機 本 体 か ら の 吐 出 圧 力 の 基 準 値 を 所 望 の 圧
力 に 設 定 可 能 な 吐 出 圧 力 設 定 装 置 を 設 け 、 そ の 目 標 圧 力 設 定 （ 吐 出 圧 力 設 定 値 ） に 応 じ て
制 御 手 段 （ 最 高 回 転 数 制 御 装 置 ） に よ り イ ン バ ー タ を 介 し モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲
の 上 限 値 （ 最 高 回 転 数 ） を 定 め る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 が 既 に 提 唱 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 。 以 下 、 従 来 技 術 ） 。 こ れ に よ れ ば 、 制 御 手 段 は 、 吐 出 圧 力 設 定 装 置 で の 目 標
圧 力 設 定 に 略 反 比 例 し て モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 を 決 定 す る よ う に な っ て
い る 。 す な わ ち 、 吐 出 圧 力 設 定 装 置 に 定 格 圧 力 よ り 小 さ い 目 標 圧 力 を 設 定 す る こ と で モ ー
タ の 回 転 数 を 比 較 的 大 き い 回 転 数 と す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 上 記 の よ う に 使 用 空 気 量
が 一 時 的 に 定 格 空 気 量 を 上 回 る よ う な 場 合 に は 定 格 空 気 量 以 上 の 吐 出 空 気 量 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の よ う に 、 上 記 従 来 技 術 に よ れ ば ギ ヤ 又 は プ ー リ の 比 率 の 変 更 を 行 わ な く て も 吐 出 圧 力
の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 で は モ ー タ の 回 転 数 の 可 変
制 御 範 囲 の 上 限 値 は 予 め 設 定 入 力 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 演 算 に よ り 決 定 さ れ る が 、
一 度 設 定 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 は 運 転 中 は 固 定 で あ り 、 運 転 状 態 に 応 じ て そ の 都 度 設 定 さ れ
る も の で は な い た め 、 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 に つ い て も 運 転 中 は 固 定 さ
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れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 圧 力 過 渡 状 態 、 例 え ば 起 動 時 の 初 期 充 気
時 に お い て は 、 吐 出 圧 力 が 上 昇 し て く る ま で の 低 圧 の 間 は そ の 分 モ ー タ の 回 転 数 を 大 き く
増 大 さ せ て 吐 出 圧 力 の 上 昇 促 進 を 図 る 余 地 が あ る に も 拘 ら ず 、 上 記 従 来 技 術 で は モ ー タ の
回 転 数 が 上 限 値 に 制 限 さ れ る た め に 、 初 期 充 気 の 遅 延 化 を 招 く 可 能 性 が あ っ た 。 ま た 、 例
え ば 運 転 時 に 使 用 空 気 量 が 何 ら か の 理 由 で 一 時 的 に 定 格 空 気 量 を 上 回 り 吐 出 圧 力 が 低 下 す
る 場 合 に お い て も 、 上 記 従 来 技 術 で は モ ー タ の 回 転 数 が 上 限 値 に 制 限 さ れ る た め に 、 吐 出
圧 力 の 低 下 あ る い は 低 下 後 の 復 帰 の 遅 延 化 を 招 く 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 上 の 背 景 に 基 づ き 、 本 願 発 明 者 等 は 、 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 を 圧 力 検
出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 す る 制 御 手 段 を 備 え た ス ク リ ュ
ー 圧 縮 機 を 提 唱 し た （ 特 願 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ６ ８ ６ ５ 号 （ 出 願 日 ： 平 成 １ ４ 年 ５ 月 ３ ０ 日 ）
。 以 下 、 先 願 発 明 ） 。 こ の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に よ れ ば 、 初 期 充 気 時 に お け る モ ー タ の 回 転
数 を 吐 出 圧 力 の 過 渡 状 態 に 合 わ せ て 最 適 な 値 に 変 更 す る こ と が で き る の で 、 上 記 従 来 技 術
に 比 べ て 初 期 充 気 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 ま た 使 用 空 気 量 が 定 格 空 気 量 を 上 回 り 吐 出
圧 力 が 大 き く 低 下 す る と き に お い て も 、 制 御 手 段 が 吐 出 圧 力 の 低 下 に す ば や く 追 従 し て モ
ー タ の 回 転 数 を 最 適 な 値 に 変 更 す る こ と が で き る の で 、 上 記 従 来 技 術 に 比 べ て 吐 出 圧 力 の
低 下 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ０ ９ ９ ４ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 本 願 発 明 者 等 の そ の 後 の 検 討 に よ れ ば 、 上 記 先 願 発 明 に は 以 下 の よ う な 更
な る 改 善 の 余 地 が あ る こ と が 分 か っ た 。
す な わ ち 、 近 年 に お け る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に 対 す る 需 要 は 、 圧 縮 空 気 の 使 用 用 途 や 圧 縮 機
の 使 用 環 境 等 に よ り 多 様 化 し て お り 、 例 え ば 上 記 先 願 発 明 の よ う に 吐 出 空 気 量 を 増 加 し て
初 期 充 気 の 遅 延 化 防 止 や 一 時 的 な 使 用 空 気 量 増 大 時 に お け る 吐 出 圧 力 低 下 の 防 止 を 図 る こ
と を 主 眼 と す る 場 合 も あ れ ば 、 上 述 の 元 来 の 技 術 の よ う に も っ ぱ ら 消 費 動 力 低 減 の み を 主
眼 と す れ ば 足 り る 場 合 も あ り 、 さ ら に は そ れ ら の 中 間 の 、 元 来 と 比 べ て 使 用 空 気 量 が 一 時
的 に 定 格 空 気 量 を 上 回 る よ う な 場 合 に は 吐 出 空 気 量 の 増 加 は 図 り た い が 、 先 願 発 明 の よ う
な 初 期 充 気 の 遅 延 化 防 止 及 び 使 用 空 気 量 増 大 時 の 吐 出 圧 力 低 下 防 止 ま で は 望 ま ず 、 む し ろ
そ の と き の 先 願 発 明 の よ う に 追 従 性 の よ い 精 密 な 制 御 を 行 う こ と に よ る 機 械 的 な 劣 化 を 避
け た い 場 合 （ 上 記 従 来 技 術 に ほ ぼ 相 当 ） も あ る 。 こ の よ う な 多 種 多 様 な ユ ー ザ の ニ ー ズ に
柔 軟 に 対 応 で き る 圧 縮 機 は 従 来 存 在 し な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 上 記 先 願 発 明 に お い て は 、 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 を 可 変 す る こ と
で 定 格 空 気 量 以 上 の 吐 出 空 気 量 を 得 る こ と が で き る が 、 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 の み を 可 変
さ せ 下 限 値 に つ い て は 固 定 し た ま ま で あ る 。 こ の た め 、 上 限 値 が 可 変 し て 小 さ く な る 場 合
に は 、 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 が 狭 く な る た め に 供 給 先 の 必 要 風 量 に 応 じ た 可 変 幅
の 広 い 回 転 数 制 御 が で き に く く な る 可 能 性 が あ る 。 し か も 、 圧 縮 機 の 運 転 領 域 全 体 に 占 め
る ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 を 行 う 領 域 の 割 合 が 増 加 す る の で 、 消 費 動 力 が 増 大 す る こ と に
よ る 省 エ ネ ル ギ 特 性 の 低 下 及 び ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 の 際 に 動 作 す る 吸 込 み 絞 り 弁 等 の
機 械 寿 命 の 低 下 を 招 く 可 能 性 が あ る 。 さ ら に 、 上 限 値 が 可 変 し て 大 き く な る 場 合 に は 、 下
限 値 が 固 定 さ れ て い る た め に 可 変 制 御 範 囲 が 必 要 以 上 に 拡 大 さ れ 、 共 振 す る 頻 度 が 増 加 す
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 先 願 発 明 を 含 め た 従 来 設 備 の 圧 縮 機 に お い て は 、 圧 力 検 出 手 段 に よ る 吐 出 圧 の
検 出 を 回 転 数 可 変 制 御 の 応 答 性 を 鑑 み て 吐 出 配 管 の 比 較 的 上 流 側 で 行 う の が 一 般 的 で あ る
。 し た が っ て 、 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 す る 上 流 側 の 吐 出 圧 と 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 と な る
下 流 側 の 吐 出 圧 と は 、 通 常 、 吐 出 配 管 の 圧 力 損 失 に よ っ て 差 が 生 じ る 。 こ の 圧 力 損 失 は 、
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供 給 先 へ の 圧 縮 空 気 の 安 定 供 給 の 観 点 か ら は な る べ く 小 さ く す る の が 好 ま し い が 、 一 般 に
空 気 配 管 の 圧 力 損 失 は 空 気 流 量 の ２ 乗 に 比 例 す る 性 質 を 有 す る た め 、 吐 出 空 気 量 が 多 い ほ
ど 飛 躍 的 に 増 大 す る 。 す な わ ち 、 下 流 側 の 圧 力 は 、 モ ー タ の 回 転 数 が 低 い と き （ 圧 縮 機 の
吐 出 空 気 量 が 少 な い と き ） よ り も モ ー タ の 回 転 数 が 高 い と き （ 圧 縮 機 の 吐 出 空 気 量 が 多 い
と き ） の 方 が 、 上 流 側 の 圧 力 に 対 し て 低 く な る 度 合 い が 大 き く な る 。 し た が っ て 、 上 記 先
願 発 明 に お い て は 、 定 格 空 気 量 以 上 の 吐 出 空 気 量 を 得 る こ と が で き る 反 面 、 上 流 側 圧 力 と
下 流 側 圧 力 、 す な わ ち 目 標 圧 力 設 定 値 と 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 と の 差 が 大 き く な っ て し
ま う こ と が 考 え ら れ 、 圧 縮 空 気 の 吐 出 空 気 量 精 度 の 点 で 向 上 の 余 地 が あ っ た 。 な お 、 こ の
圧 力 差 を 低 減 す る た め に 圧 力 検 出 手 段 を 下 流 側 に 設 け る こ と も 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 に
は 圧 縮 機 本 体 と 圧 力 検 出 手 段 と の 距 離 が 長 く な る こ と で 圧 力 変 動 の 検 出 に 遅 れ が 生 じ る た
め 、 モ ー タ の 回 転 数 が ハ ン チ ン グ を 生 じ 、 圧 縮 空 気 の 供 給 が 不 安 定 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 多 様 化 し た ユ ー ザ の ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る ス ク リ
ュ ー 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
ま た 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 供 給 先 の 必 要 風 量 に 応 じ て 可 変 幅 の 広 い 回 転 数 制 御 を 確 実 に
行 え る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
ま た 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 圧 縮 空 気 の 吐 出 空 気 量 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る ス ク リ ュ
ー 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
（ １ ） 上 記 第 １ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 空 気 を 圧 縮 す る
圧 縮 機 本 体 と 、 こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ の 回 転 数 を 所 定 の 可 変 制
御 範 囲 内 で 可 変 に 制 御 す る イ ン バ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 吐 出
圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を 所 定 の 範 囲 に 固 定
し て 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を
目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 変 更 す る よ う に 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 及 び
前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転
中 に 自 動 的 に 変 更 す る よ う に 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 ３ の 制 御 モ ー ド の い ず れ か １ つ
に 選 択 時 に 切 り 換 え ら れ 、 そ の 切 り 換 え ら れ た モ ー ド で 前 記 イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 １ 制
御 手 段 と を 有 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お い て は 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 を 、 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 及 び 第
３ の 制 御 モ ー ド の ３ 種 類 の 中 か ら 任 意 に 選 択 し た 制 御 モ ー ド に て 運 転 す る 。 す な わ ち 、 第
１ の 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 第 １ 制 御 手 段 は モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を
所 定 の 範 囲 に 固 定 し 、 そ の 範 囲 内 に お い て モ ー タ の 回 転 数 を 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出
圧 力 に 応 じ イ ン バ ー タ を 介 し て 可 変 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 目 標 圧 力 設 定 を 下 げ て 運 転 し
た 場 合 に モ ー タ 回 転 数 が 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 に 制 限 さ れ 、 消 費 動 力 を 低 減 す る こ と が で
き る 。 一 方 、 第 ３ の 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 第 １ 制 御 手 段 は 可 変 制 御 範 囲 を 圧
力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 し つ つ 、 こ の 変 更 し た 可 変
制 御 範 囲 内 に お い て モ ー タ の 回 転 数 を 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て イ ン バ ー
タ を 介 し て 可 変 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 起 動 時 の 初 期 充 気 時 等 の 圧 力 過 渡 状 態 に お
い て 、 吐 出 空 気 量 を 吐 出 圧 に 追 従 し て 増 加 さ せ 圧 縮 空 気 の 初 期 充 気 時 の 遅 延 化 防 止 を 図 っ
た り 、 一 時 的 に 供 給 先 の 使 用 空 気 量 が 増 大 し た 場 合 に お け る 吐 出 圧 の 低 下 の 防 止 を 図 る こ
と が で き る 。 他 方 に お い て 、 第 ２ の 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 第 １ 制 御 手 段 は モ
ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 を 予 め 設 定 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 変 更 し 、 こ の 変 更 し
た 可 変 制 御 範 囲 内 で モ ー タ の 回 転 数 を 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て イ ン バ ー
タ を 介 し て 可 変 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 目 標 圧 力 を モ ー タ の 仕 様 圧 力 よ り 小 さ く 設
定 し た 場 合 に は 、 上 記 の 第 ３ の 制 御 モ ー ド の 場 合 と 同 様 に モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲
の 上 限 値 を 可 変 し て 大 き く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 吐 出 空 気 量 を 増 加 す る こ と が で き
る 。 こ の と き 、 こ の 第 ２ の 制 御 モ ー ド に お い て は 、 上 記 第 ３ の 制 御 モ ー ド の よ う に 運 転 中
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の 吐 出 圧 力 状 態 に 追 従 し て 上 限 値 を 変 更 す る の で は な く 、 予 め 設 定 す る 目 標 圧 力 設 定 に 応
じ て 上 限 値 が 変 更 さ れ る の み で あ る の で 、 上 記 第 ３ の 制 御 モ ー ド の よ う な 運 転 状 態 に 追 従
し た 精 密 な 回 転 数 制 御 を 行 う 場 合 に 比 べ て 圧 縮 機 の 機 械 的 な 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 吐 出 空 気 量 を 増 加 し て 初 期 充 気 の 遅 延 化 防 止 や 一 時 的 な 使 用
空 気 量 増 大 時 に お け る 吐 出 圧 力 低 下 の 防 止 を 図 り た い 場 合 に は 第 ３ の 制 御 モ ー ド 、 も っ ぱ
ら 消 費 動 力 低 減 の み を 主 眼 と し た い 場 合 に は 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 吐 出 空 気 量 の 増 加 は 図 り
た い が そ れ に よ る 機 械 的 な 劣 化 は 抑 制 し た い 場 合 に は 第 ２ の 制 御 モ ー ド と い っ た よ う に 、
ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 が ニ ー ズ に 応 じ た 制 御 モ ー ド に て 運 転 さ れ る こ と で 、 ユ ー ザ の 多 種 多 様
な ニ ー ズ に 対 し 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ２ ） 上 記 （ １ ） に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 及
び 第 ３ の 制 御 モ ー ド の い ず れ か が 選 択 入 力 さ れ 、 こ れ に 応 じ た 選 択 信 号 を 前 記 第 １ 制 御 手
段 に 出 力 す る 選 択 手 段 を さ ら に 備 え る も の と す る 。
こ れ に よ り 、 制 御 モ ー ド を 第 １ の 制 御 モ ー ド 、 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 及 び 第 ３ の 制 御 モ ー ド
の い ず れ か に 容 易 に 切 り 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ３ ） 上 記 第 ２ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 空 気 を 圧 縮 す る
圧 縮 機 本 体 と 、 こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 に 制 御 す
る イ ン バ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出
手 段 と 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値 を 変 更 す る よ う に 前 記 イ ン バ ー タ を
制 御 す る 第 ２ 制 御 手 段 と を 備 え る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お い て は 、 例 え ば 、 第 ２ 制 御 手 段 で 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 を 圧 力 検 出 手 段 で 検 出
し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 す る と 共 に 、 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値 に つ い て
も 上 記 吐 出 圧 力 に 応 じ て 自 動 的 に 変 更 し 、 そ の 変 更 し た 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 圧 力 検 出
手 段 で 検 出 し た 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 に 応 じ て モ ー タ の 回 転 数 を イ ン バ ー タ で 制 御 し て 回 転
数 可 変 制 御 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 の み を 可 変 さ せ る 前 述 し た
先 願 発 明 の よ う な 構 造 と 比 べ 、 上 限 値 が 可 変 し て 小 さ く な る 場 合 に は 可 変 制 御 範 囲 が 縮 小
す る こ と を 抑 制 で き る の で 、 供 給 先 の 必 要 風 量 に 応 じ た 比 較 的 可 変 幅 の 広 い 回 転 数 制 御 を
行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 圧 縮 機 の 運 転 領 域 全 体 に 占 め る ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 を 行
う 領 域 の 割 合 の 増 大 を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 消 費 動 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 且 つ
ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 の 際 に 動 作 す る 吸 込 み 絞 り 弁 等 の 機 械 寿 命 の 低 下 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。 一 方 、 上 限 値 が 可 変 し て 大 き く な る 場 合 に は 、 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 の み を 可
変 さ せ る 構 造 と 比 べ て 可 変 制 御 範 囲 が 必 要 以 上 に 拡 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で
、 共 振 す る 頻 度 が 増 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ４ ） 上 記 （ ３ ） に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ 制 御 手 段 は 前 記 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値
を 予 め 設 定 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 に 応 じ て 変 更 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ５ ） 上 記 （ ３ ） に お い て 、 ま た 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ 制 御 手 段 は 、 前 記 可 変 制 御 範 囲 の
下 限 値 を 前 記 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 す る も の と
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ６ ） 上 記 第 ３ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 空 気 を 圧 縮 す る
圧 縮 機 本 体 と 、 こ の 圧 縮 機 本 体 を 駆 動 す る モ ー タ と 、 こ の モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 に 制 御 す
る イ ン バ ー タ と 、 前 記 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力
を 検 出 す る 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 と 、 こ の 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出 位
置 で の 吐 出 圧 力 に 応 じ て 、 前 記 第 １ の 検 出 位 置 よ り 流 れ 方 向 下 流 側 に お け る 第 ２ の 検 出 位
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置 で の 吐 出 圧 力 が 所 定 の 範 囲 内 と な る よ う に 、 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 前 記 イ ン バ ー タ を 介
し て 可 変 制 御 す る 第 ３ 制 御 手 段 と を 備 え る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 に 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て は 、 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 に よ る 吐 出 圧 力 の 検 出 は 回 転
数 可 変 制 御 の 応 答 性 を 鑑 み て 吐 出 配 管 の 比 較 的 上 流 側 で 行 う 。 し た が っ て 、 こ の 上 流 側 圧
力 検 出 手 段 で 検 出 す る 上 流 側 の 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 と 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 と
な る 下 流 側 の 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 と は 、 通 常 、 吐 出 配 管 の 圧 力 損 失 に よ っ て 差 が
生 じ る 。 こ の 圧 力 損 失 は 、 供 給 先 へ の 圧 縮 空 気 の 安 定 供 給 の 観 点 か ら は な る べ く 小 さ く す
る の が 好 ま し い が 、 一 般 に 空 気 配 管 の 圧 力 損 失 は 空 気 流 量 の ２ 乗 に 比 例 す る た め 、 圧 縮 機
の 吐 出 空 気 量 が 多 く な る ほ ど 飛 躍 的 に 増 大 す る 性 質 を 有 す る 。 し た が っ て 、 吐 出 空 気 量 が
多 く な る ほ ど 上 流 側 圧 力 と 下 流 側 圧 力 、 す な わ ち 目 標 圧 力 設 定 値 と 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給
圧 と の 差 が 大 き く な っ て し ま い 、 圧 縮 空 気 の 吐 出 空 気 量 精 度 が 悪 化 す る こ と に な る 。 な お
、 こ の 吐 出 空 気 量 精 度 の 悪 化 を 防 止 す る た め に 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 を 下 流 側 の 第 ２ の 検 出
位 置 に 設 け る こ と も 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 に は 圧 縮 機 本 体 と 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 と の 距
離 が 長 く な る こ と で 圧 力 変 動 の 検 出 に 遅 れ が 生 じ る た め 、 モ ー タ の 回 転 数 が ハ ン チ ン グ を
生 じ 、 圧 縮 空 気 の 供 給 が 不 安 定 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に お い て は 、 第 ３ 制 御 手 段 で 、 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 第 １ の 検 出 位 置 で の
吐 出 圧 力 に 応 じ て 、 下 流 側 の 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 が 所 定 の 範 囲 内 と な る よ う に モ
ー タ の 回 転 数 を イ ン バ ー タ を 介 し て 可 変 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 実 際 の 圧 縮 空 気 の 供 給 先
へ の 供 給 圧 力 が ほ ぼ 所 定 の 範 囲 内 と な る よ う に 制 御 す る こ と が で き る の で 、 圧 縮 空 気 の 吐
出 空 気 量 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 上 流 側 の 第 １ の 検
出 位 置 に お い て 検 出 し た 吐 出 圧 力 を 回 転 数 制 御 に 用 い る の で 、 回 転 数 制 御 の ハ ン チ ン グ の
発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ７ ） 上 記 （ ６ ） に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 第 ３ 制 御 手 段 は 、 前 記 上 流 側 圧 力 検 出 手 段
で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 に 応 じ て 前 記 第 １ の 検 出 位 置 と 前 記 第 ２ の 検
出 位 置 と の 間 の 圧 力 差 を 演 算 し 、 こ の 演 算 し た 圧 力 差 に 応 じ て 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 可 変
制 御 す る も の と す る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ の 検 出 位 置 に 圧 力 検 出 手 段 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 安 価 に 本 発 明 を 実
現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ８ ） 上 記 （ ６ ） に お い て 、 ま た 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ の 検 出 位 置 に 下 流 側 圧 力 検 出 手 段
を さ ら に 備 え 、 前 記 第 ３ 制 御 手 段 は 、 前 記 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 １ の 検 出
位 置 で の 吐 出 圧 力 と 前 記 下 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 前 記 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力
と の 偏 差 に 応 じ て 前 記 モ ー タ の 回 転 数 を 可 変 制 御 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 の 全 体 構 造 を 表 す 模 式 図 で あ る 。 な お
、 こ の 図 １ 中 の 黒 の 太 線 の 矢 印 は 圧 縮 空 気 の 流 れ 、 黒 の 細 線 の 矢 印 は オ イ ル の 流 れ 、 白 抜
き の 矢 印 は 冷 却 風 の 流 れ 、 破 線 の 矢 印 は 信 号 の 流 れ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 図 １ に お い て 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 空 気 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 本 体 １ と 、 こ の 圧 縮 機 本
体 １ を 駆 動 す る モ ー タ ２ と を 備 え て お り 、 こ の モ ー タ ２ に よ り 圧 縮 機 本 体 １ を 回 転 駆 動 す
る こ と で 、 大 気 圧 の 空 気 を フ ィ ル タ ３ を 介 し て 吸 い 込 み 圧 縮 す る よ う に な っ て い る 。 圧 縮
機 本 体 １ に よ り 圧 縮 さ れ た 圧 縮 空 気 は 、 オ イ ル と 共 に オ イ ル ケ ー ス ４ 内 に 導 入 さ れ る と き
に オ イ ル と １ 次 分 離 さ れ 、 オ イ ル セ パ レ ー タ ５ に お い て オ イ ル と ２ 次 分 離 さ れ る 。 分 離 さ
れ た 圧 縮 空 気 は 、 ア フ タ ー ク ー ラ ６ で 冷 却 さ れ て 吐 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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上 記 の オ イ ル は 、 オ イ ル ケ ー ス ４ 内 の 圧 縮 機 本 体 吸 込 み 側 と 吐 出 側 と の 差 圧 に よ っ て 循 環
さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 オ イ ル ケ ー ス ４ 内 で 圧 縮 空 気 か ら １ 次 分 離 さ れ た オ
イ ル は オ イ ル ク ー ラ ８ で 冷 却 さ れ 、 オ イ ル フ ィ ル タ ９ を 介 し て 圧 縮 機 本 体 １ の 吸 い 込 み 側
に 戻 さ れ て 、 圧 縮 空 気 と 再 度 混 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 オ イ ル セ パ レ ー タ ５ に
お い て 圧 縮 空 気 と ２ 次 分 離 さ れ た オ イ ル に つ い て も 、 圧 縮 機 本 体 １ に 回 収 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 上 記 の モ ー タ ２ 、 ア フ タ ー ク ー ラ ６ 、 及 び オ イ ル ク ー ラ ８ 等 は 、 フ ァ ン モ ー タ １ ０
に よ り 駆 動 さ れ る 冷 却 フ ァ ン １ １ に よ っ て 作 ら れ る 冷 却 風 （ そ の 流 れ を 図 １ 中 白 抜 き の 矢
印 で 示 す ） で 冷 却 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 は 、 オ イ ル セ パ レ ー タ ５ の 後 段 側 に 設 け ら れ 圧 縮 機 本 体 １ か ら 吐
出 さ れ る 圧 縮 空 気 の 流 れ 方 向 上 流 側 に お け る 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ ７ と 、 こ の 圧
力 セ ン サ ７ よ り も 流 れ 方 向 下 流 側 に お け る 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ １ ２ と 、 こ れ ら
圧 力 セ ン サ ７ 及 び 圧 力 セ ン サ １ ２ で 検 出 し た 吐 出 圧 力 に 応 じ て イ ン バ ー タ １ ３ を 介 し て モ
ー タ ２ の 回 転 数 を 可 変 に 制 御 す る 制 御 装 置 １ ４ と を さ ら に 備 え て い る 。 図 ２ は 、 こ の 制 御
装 置 １ ４ の 制 御 機 能 を 表 す 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 図 ２ に お い て 、 制 御 装 置 １ ４ は 、 設 定 入 力 部 １ ５ と 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ と 、 上 限 ／ 下
限 演 算 部 １ ７ と を 備 え て い る 。 上 記 設 定 入 力 部 １ ５ は 、 例 え ば 制 御 装 置 １ ４ の 盤 面 に 備 え
ら れ る 入 力 端 末 （ 又 は 外 部 に 設 け た 外 部 端 末 で も よ い ） で あ り 、 制 御 装 置 １ ４ の 適 宜 の 場
所 に 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜 設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ た 圧 力 モ ー ド １ 、 圧 力 モ ー ド ２ 、 及 び
圧 力 モ ー ド ３ の ３ つ の 圧 力 制 御 モ ー ド の う ち の １ つ を 設 定 入 力 で き る よ う に な っ て い る 。
す な わ ち 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド １ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 上
記 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ は 上 記 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 圧 縮 空 気 の 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ （ 図 １
も 参 照 ） を 入 力 し 、 こ の 入 力 さ れ た 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 設 定 入 力 部 １ ５ に 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜
設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ と の 偏 差 に 基 づ き Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 を 行 う よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド ２ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 Ｐ Ｉ Ｄ
演 算 部 １ ６ は ま ず 、 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ を 入 力 す る 。 こ の と き 、
Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ は 、 設 定 入 力 部 １ ５ に 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜 設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ 仕
様 圧 力 Ｐ ｓ と 同 じ 圧 力 値 の 時 の 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ と の 圧 力 差 で あ
る 圧 力 差 設 定 Ｐ deltaを 元 に 、 上 記 入 力 し た 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 吐 出 空 気 量 の 関 係 か ら 現 在 の
圧 力 差 （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ′ を 演 算 す る 機 能 を 備 え て お り 、 上 記 入 力 さ れ た 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 、
こ の 演 算 さ れ た 現 在 の 圧 力 差 （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ′ を 上 記 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 加 算 し た 第 ２ の
目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ２ （ ＝ （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ′ ＋ Ｐ ｉ ） と の 偏 差 に 基 づ き Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 を 行 う よ
う に な っ て い る （ 詳 細 は 後 述 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
他 方 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド ３ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 Ｐ Ｉ Ｄ
演 算 部 １ ６ は 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ 及 び 上 記 圧 力 セ ン サ １ ２ で 検 出
し た 圧 縮 空 気 の 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ （ 図 １ も 参 照 ） を 入 力 し 、 こ の 入 力 し た 吐 出 圧 力 Ｐ １
と 、 こ れ ら 入 力 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ と の 圧 力 差 Ｐ １ － Ｐ ２ を 目
標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 加 算 し た 第 ３ の 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ３ （ ＝ （ Ｐ １ － Ｐ ２ ） ＋ Ｐ ｉ ） と の 偏
差 に 基 づ き Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 を 行 う よ う に な っ て い る （ 詳 細 は 後 述 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に し て 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ は 各 圧 力 制 御 モ ー ド で 演 算 し た 演 算 結 果 を 演 算 値 Ｓ （
図 １ も 参 照 ） と し て イ ン バ ー タ １ ３ に 出 力 し 、 イ ン バ ー タ １ ３ は こ の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ か
ら 入 力 さ れ た 演 算 値 Ｓ に 応 じ た 周 波 数 Ｆ （ 図 １ も 参 照 ） を モ ー タ ２ に 出 力 し て モ ー タ ２ の
回 転 数 を 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 吐 出 圧 力 は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に ほ ぼ
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一 定 に 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 こ の 図 ２ に お い て 、 制 御 装 置 １ ４ が 出 力 す る 演 算 値 Ｓ は ０ 以 上 １ 以 下 の 値 で あ る 。
し た が っ て 、 制 御 装 置 １ ４ が 最 大 演 算 値 １ を イ ン バ ー タ １ ３ に 出 力 す る と 、 イ ン バ ー タ １
３ は こ れ に 対 応 し て 最 高 周 波 数 設 定 Ｆ maxを モ ー タ ２ に 出 力 し 、 モ ー タ ２ の 回 転 数 は 最 大
回 転 数 に 制 御 さ れ る 。 一 方 、 制 御 装 置 １ ４ が 最 小 演 算 値 ０ を イ ン バ ー タ １ ３ に 出 力 す る と
、 イ ン バ ー タ １ ３ は こ れ に 対 応 し て 最 低 周 波 数 設 定 Ｆ minを モ ー タ ２ に 出 力 し 、 モ ー タ ２
の 回 転 数 は 最 小 回 転 数 に 制 御 さ れ る 。 通 常 、 制 御 装 置 １ ４ は 、 圧 力 セ ン サ ７ か ら 入 力 さ れ
る 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 演 算 値 Ｓ を 上 記 ０ か ら １ の 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 可 変 さ
せ る こ と で 、 イ ン バ ー タ １ ３ の 周 波 数 Ｆ を 上 記 最 低 周 波 数 設 定 Ｆ minか ら 最 高 周 波 数 設 定
Ｆ maxの 範 囲 内 に お い て 可 変 さ せ 、 こ れ に よ り モ ー タ ２ の 回 転 数 を 上 記 最 小 回 転 数 か ら 最
大 回 転 数 の 範 囲 内 に お い て 可 変 制 御 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 制 御 装 置 １ ４ の 適 宜 の 場 所 に は 可 変 速 モ ー ド １ 、 可 変 速 モ ー ド ２ 、 及 び 可 変 速
モ ー ド ３ の ３ つ の 可 変 速 制 御 モ ー ド が 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜 設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ て お
り 、 設 定 入 力 部 １ ５ で そ の 可 変 速 制 御 モ ー ド を 設 定 入 力 で き る よ う に な っ て い る 。 す な わ
ち 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 上 限
／ 下 限 演 算 部 １ ７ は 設 定 入 力 部 １ ５ に 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜 設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ て い
る 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ に 応 じ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 1 を 演 算 し 、 Ｐ Ｉ
Ｄ 演 算 部 １ ６ か ら 出 力 さ れ る 演 算 値 Ｓ の 可 変 制 御 範 囲 が 上 記 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ で 演 算
さ れ た 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 1 に よ り 制 限 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 イ ン
バ ー タ １ ３ か ら モ ー タ ２ に 出 力 さ れ る 周 波 数 Ｆ は 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 及 び 最 低 周 波 数
割 合 Ｋ L 1 に 対 応 し た 上 限 周 波 数 か ら 下 限 周 波 数 ま で の 可 変 制 御 範 囲 内 で 制 御 さ れ 、 こ れ に
よ り モ ー タ ２ の 回 転 数 は 上 記 上 限 周 波 数 と 下 限 周 波 数 と に 対 応 し た 上 限 回 転 数 か ら 下 限 回
転 数 ま で の 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
一 方 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド ２ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 上
限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ は 設 定 入 力 部 １ ５ に 予 め 記 憶 （ 又 は 適 宜 設 定 入 力 し て も よ い ） さ れ た
目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 応 じ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 2 を 演 算 し 、 Ｐ Ｉ Ｄ
演 算 部 １ ６ か ら 出 力 さ れ る 演 算 値 Ｓ の 可 変 制 御 範 囲 が 上 記 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ で 演 算 さ
れ た 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 2 に よ り 制 限 さ れ る こ と で 、 イ ン バ ー タ １
３ か ら モ ー タ ２ に 出 力 さ れ る 周 波 数 Ｆ は 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 2

に 対 応 し た 上 限 周 波 数 か ら 下 限 周 波 数 ま で の 可 変 制 御 範 囲 内 で 制 御 さ れ 、 こ れ に よ り モ ー
タ ２ の 回 転 数 は 上 記 上 限 周 波 数 と 下 限 周 波 数 と に 対 応 し た 上 限 回 転 数 か ら 下 限 回 転 数 ま で
の 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
他 方 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド ３ と し て 設 定 入 力 さ れ る と 、 上
限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ は 圧 縮 機 運 転 中 に お い て 常 に 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力
Ｐ １ を 入 力 し 、 こ の 入 力 し た 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 及 び 最 低 周 波 数 割
合 Ｋ L 3 を 演 算 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ か ら 出 力 さ れ る 演 算 値 Ｓ の 可 変 制 御 範
囲 が 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 3 に よ り 運 転 中 に 自 動 的 に 制 限 さ れ 、
イ ン バ ー タ １ ３ か ら モ ー タ ２ に 出 力 さ れ る 周 波 数 Ｆ は 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 及 び 最 低 周
波 数 割 合 Ｋ L 3 に 対 応 し た 上 限 周 波 数 か ら 下 限 周 波 数 ま で の 可 変 制 御 範 囲 内 に 制 御 さ れ 、 こ
れ に よ り モ ー タ ２ の 回 転 数 は 上 記 上 限 周 波 数 と 下 限 周 波 数 と に 対 応 し た 上 限 回 転 数 か ら 下
限 回 転 数 ま で の 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 設 定 入 力 部 １ ５ に お い て は 、 上 記 し た 仕 様 圧 力 Ｐ ｓ 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 圧 力 差 設
定 Ｐ deltaの 他 に 、 最 高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 高 周 波 数 設 定 Ｆ max、 最 低
周 波 数 設 定 Ｆ min、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ max、 及 び 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minを 適 宜 設 定 入 力 で き
る よ う に な っ て い る 。 上 記 最 高 圧 力 設 定 Ｐ max及 び 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minは 、 圧 縮 機 が 行 う 目
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標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 目 標 値 と し た 圧 力 一 定 制 御 に お け る 圧 力 制 御 範 囲 を 設 定 す る も の で あ る
。 ま た 、 上 記 最 高 周 波 数 設 定 Ｆ max（ 又 は 最 低 周 波 数 設 定 Ｆ min、 以 下 か っ こ 内 の 関 係 同 様
） は モ ー タ ２ に お い て 構 造 的 に 定 ま る 機 械 保 護 用 の 上 限 回 転 数 （ 又 は 下 限 回 転 数 ） に 対 応
し た 値 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド ３ に 設 定
さ れ 吐 出 圧 力 Ｐ １ が 極 め て 低 い 状 態 （ 又 は 高 い 状 態 ） の と き 等 に 、 制 御 装 置 １ ４ が イ ン バ
ー タ １ ３ に 出 力 す る 演 算 値 Ｓ を 最 大 演 算 値 １ ま で 増 大 （ 又 は 最 小 演 算 値 ０ ま で 減 少 ） さ せ
て も 、 モ ー タ ２ が 破 損 ・ 故 障 等 を 起 こ す こ と を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ maxと 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minは 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ か ら イ ン バ ー タ
１ ３ に 出 力 さ れ る 演 算 値 Ｓ の 可 変 制 御 範 囲 を 制 限 す る 最 高 ・ 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ H ， Ｋ L の 最
小 値 を そ れ ぞ れ 設 定 す る も の で あ り 、 ０ 以 上 １ 以 下 の 数 値 で 設 定 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の よ う に し て 設 定 入 力 さ れ た 上 記 最 高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 上 限 演
算 値 Ｋ max、 及 び 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minを 用 い 、 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ は 各 可 変 速 モ ー ド １
～ ３ に お い て 、 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 及 び 圧 力 セ ン サ ７ か ら 入 力 し た 上
流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ が 出 力 す る 演 算 値 Ｓ の 可 変 制 御 範 囲 を 制 限 す
る 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L を 演 算 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に し て 設 定 入 力 さ れ た 各 圧 力 制 御 モ ー ド 、 各 可 変 速 制 御 モ ー ド に 応 じ 、 制 御 装
置 １ ４ は モ ー タ ２ の 回 転 数 可 変 制 御 を 行 う よ う に な っ て い る 。 以 下 、 こ の 制 御 内 容 の 詳 細
に つ い て 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ３ は 、 制 御 装 置 １ ４ の 制 御 機 能 の う ち 、 初 期 設 定 及 び 圧 縮 機 運 転 前 に 行 わ れ る 圧 力 一 定
制 御 及 び 可 変 速 制 御 に 係 わ る 制 御 内 容 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 な お 、 こ の 図 ３ に お
い て 、 制 御 装 置 １ ４ は 例 え ば 電 源 を 投 入 さ れ た と き に こ の フ ロ ー を 開 始 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま ず ス テ ッ プ １ ０ で は 、 図 ３ 中 に 示 す 各 設 定 入 力 項 目 （ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 、 目 標 圧 力 設 定
Ｐ ｉ 、 最 高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 高 周 波 数 設 定 Ｆ max、 最 低 周 波 数 設 定
Ｆ min、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ max、 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ min、 圧 力 差 設 定 Ｐ delta、 圧 力 制 御 モ ー
ド 、 及 び 可 変 速 制 御 モ ー ド ） に つ い て 設 定 入 力 部 １ ５ に 初 期 設 定 値 を 入 力 し 、 次 の ス テ ッ
プ ２ ０ に 移 る 。 な お 、 こ の 各 設 定 入 力 項 目 は 図 ３ 中 に 示 す 条 件 １ ～ ５ を 満 た す 値 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ス テ ッ プ ２ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 圧 力 制 御 モ ー ド を Ｐ Ｉ
Ｄ 演 算 部 １ ６ に 読 み 出 し て 圧 力 モ ー ド １ ～ 圧 力 モ ー ド ３ の ど れ に 設 定 し て あ る か を 判 定 す
る 。 圧 力 モ ー ド ２ の 場 合 に は 次 の ス テ ッ プ ３ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ス テ ッ プ ３ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ と 目
標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 圧 力 差 設 定 Ｐ deltaを Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ に 読 み 出 し 、 次 式 （ １ ） に し た
が っ て β を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ ４ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
な お 、 上 記 式 （ １ ） は 、 次 式 （ ２ ） に 示 す 一 般 的 な 空 気 管 の 圧 力 損 失 計 算 式 を 変 換 し 、 さ
ら に 圧 力 の 単 位 を ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ か ら Ｍ Ｐ ａ に 変 換 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 数 ２ 】
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上 記 式 （ ２ ） に お い て 、 Δ Ｐ は 直 管 に お け る 圧 力 効 果 （ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ ） 、 μ は 摩 擦 係 数
、 Ｌ は 管 の 長 さ （ ｍ ） 、 ｄ は 管 の 内 径 （ ｍ ） 、 γ は 流 体 の 重 さ （ ７ ６ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ ， ０ ℃ に
お い て １ ． ２ ９ ３ １ ｋ ｇ ／ ｍ ３ ） 、 ｖ は 流 体 の 平 均 速 度 （ ｍ ／ ｓ ） 、 ｇ は 重 力 加 速 度 （ ９
． ８ １ ｍ ／ Ｓ ２ ） で あ る 。 な お 、 上 記 流 体 平 均 速 度 ｖ は 次 式 （ ３ ） で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
上 記 式 （ ３ ） に お い て 、 ｑ は 大 気 圧 ・ 常 温 に お け る 空 気 流 量 （ ｍ ３ ／ ｍ ｉ ｎ ） 、 ｐ は 流 体
の 圧 力 （ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ ） 、 Ａ は 配 管 の 断 面 積 （ ｍ ２ ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 先 の ス テ ッ プ ２ ０ に お い て 、 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド １ 又 は ３ で あ る 場 合 に は
次 の ス テ ッ プ ４ ０ に 直 接 移 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ス テ ッ プ ４ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 可 変 速 制 御 モ ー ド を 上
限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 し 、 可 変 速 モ ー ド １ ～ 可 変 速 モ ー ド ３ の ど れ に 設 定 し て あ る
か を 判 定 す る 。 可 変 速 モ ー ド ３ の 場 合 に は 本 フ ロ ー を 終 了 す る 。 ま た 、 可 変 速 モ ー ド １ 又
は ２ の 場 合 に は 次 の ス テ ッ プ ５ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ス テ ッ プ ５ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 最
低 圧 力 設 定 Ｐ minを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 し 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ≧ 最 低 圧 力 設 定
Ｐ minで あ れ ば 判 定 が 満 た さ れ 、 次 の ス テ ッ プ ６ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ス テ ッ プ ６ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ ４ ０ で 読 み 出 し た 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １ 又
は ２ の ど ち ら で あ る か を 判 定 す る 。 可 変 速 モ ー ド ２ の 場 合 に は 次 の ス テ ッ プ ７ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ス テ ッ プ ７ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 最
高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ maxを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に
読 み 出 し 、 次 式 （ ４ ） に し た が っ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 (又 は Ｋ H 1 )を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ
プ ９ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
な お 、 先 の ス テ ッ プ ５ ０ に お い て 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＜ 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minで あ る 場 合 、
判 定 が 満 た さ れ ず に ス テ ッ プ ８ ０ に 移 り 、 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に お い て 最 高 周 波 数 割 合
Ｋ H 1 （ 又 は Ｋ H 2 ） を １ と し 、 次 の ス テ ッ プ ９ ０ に 直 接 移 る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
ス テ ッ プ ９ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 最
高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に
読 み 出 し 、 次 式 （ ５ ） に し た が っ て 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 2 (又 は Ｋ L 1 )を 演 算 し 、 本 フ ロ ー を
終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
な お 、 先 の ス テ ッ プ ６ ０ に お い て 可 変 速 モ ー ド １ で あ る 場 合 に は ス テ ッ プ １ ０ ０ に 移 り 、
上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ を 上
限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 し 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ≦ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ で あ る か ど う か を
判 定 す る 。 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＞ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ で あ れ ば 判 定 が 満 た さ れ ず 、 上 記 ス テ ッ
プ ７ ０ に 移 る 。 一 方 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ≦ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ で あ れ ば 判 定 が 満 た さ れ 、 次
の ス テ ッ プ １ １ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス テ ッ プ １ １ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 、
最 高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ maxを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７
に 読 み 出 し 、 次 式 （ ６ ） に し た が っ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ １ ２ ０
に 移 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
ス テ ッ プ １ ２ ０ で は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 、
最 高 圧 力 設 定 Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７
に 読 み 出 し 、 次 式 （ ７ ） に し た が っ て 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 1 を 演 算 し 、 本 フ ロ ー を 終 了 す る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
図 ４ は 、 制 御 装 置 １ ４ の 制 御 機 能 の う ち 、 圧 縮 機 運 転 後 に 行 わ れ る 圧 力 一 定 制 御 及 び 可 変
速 制 御 に 係 わ る 制 御 内 容 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 な お 、 制 御 装 置 １ ４ は 、 図 ３ の フ
ロ ー の 終 了 後 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 が 運 転 さ れ て 初 め て こ の 図 ４ の フ ロ ー を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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ま ず ス テ ッ プ ２ １ ０ で は 、 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 圧 縮 空 気 の 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ を 上 限
／ 下 限 演 算 部 １ ７ と Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ に 入 力 し 、 次 の ス テ ッ プ ２ ２ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ス テ ッ プ ２ ２ ０ で は 、 前 記 ス テ ッ プ ２ ０ で 読 み 出 し た 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド １ ～ ３
の ど れ で あ る か を 判 定 す る 。 圧 力 モ ー ド ３ の 場 合 に は 次 の ス テ ッ プ ２ ３ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ス テ ッ プ ２ ３ ０ で は 、 圧 力 セ ン サ １ ２ で 検 出 し た 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６
に 入 力 し 、 次 の ス テ ッ プ ２ ４ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ス テ ッ プ ２ ４ ０ で は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ に 読 み 出 さ れ た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ 、 下 流 側 吐 出
圧 力 Ｐ ２ 、 及 び 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 用 い て 次 式 （ ８ ） に し た が っ て 前 記 の 第 ３ の 目 標 圧 力
設 定 Ｐ ｉ ３ を 演 算 し 、 こ の 値 を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 と し て 次 の ス テ ッ プ ２ ７ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
な お 、 先 の ス テ ッ プ ２ ２ ０ に お い て 、 圧 力 制 御 モ ー ド が 圧 力 モ ー ド １ で あ る 場 合 に は ス テ
ッ プ ２ ５ ０ に 移 り 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 に 読 み 出 さ れ た 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 と
し て 次 の ス テ ッ プ ２ ７ ０ に 直 接 移 る 。 ま た 、 先 の ス テ ッ プ ２ ２ ０ に お い て 、 圧 力 制 御 モ ー
ド が 圧 力 モ ー ド ２ で あ る 場 合 に は ス テ ッ プ ２ ６ ０ に 移 り 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 に 読 み 出 さ れ た 吐
出 圧 力 Ｐ １ 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ 、 及 び 前 述 の 式 （ １ ） に よ り 演 算 さ れ た 演 算 値 β を 用 い て
次 式 （ ９ ） に し た が っ て 前 記 の 第 ２ の 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ２ を 演 算 し 、 こ の 値 を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算
目 標 値 と し て 次 の ス テ ッ プ ２ ７ ０ に 直 接 移 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
　
ス テ ッ プ ２ ７ ０ で は 、 前 記 ス テ ッ プ ４ ０ で 読 み 出 し た 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １
～ ３ の ど れ で あ る か を 判 定 し 、 可 変 速 モ ー ド ３ の 場 合 に は 次 の ス テ ッ プ ２ ８ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ス テ ッ プ ２ ８ ０ で は 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ 及 び 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読
み 出 し 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ ≧ 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minで あ れ ば 次 の ス テ ッ プ ２ ９ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ス テ ッ プ ２ ９ ０ で は 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ 及 び 最 高 圧 力 設 定 Ｐ maxを 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読
み 出 し 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ ≦ 最 高 圧 力 設 定 Ｐ maxで あ れ ば 次 の ス テ ッ プ ３ ０ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ス テ ッ プ ３ ０ ０ で は 、 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 さ れ た 吐 出 圧 力 Ｐ １ 、 最 高 圧 力 設 定
Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ maxを 用 い 、 次 式 （ １ ０ ） に し た が っ て 最
高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ ３ ３ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 数 １ ０ 】
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な お 、 先 の ス テ ッ プ ２ ８ ０ に お い て 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ ＜ 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minで あ る 場 合 に は
ス テ ッ プ ３ １ ０ に 移 り 、 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 を １ と し て 次 の ス テ ッ プ ３ ３ ０ に 直 接 移 る 。
ま た 、 先 の ス テ ッ プ ２ ９ ０ に お い て 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ ＞ 最 高 圧 力 設 定 Ｐ maxで あ る 場 合 に は
ス テ ッ プ ３ ２ ０ に 移 り 、 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 さ れ た 最 小 上 限 演 算 値 Ｋ maxを 用
い て 次 式 （ １ １ ） に し た が っ て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ ３ ３ ０ に 直 接
移 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
　
　
ス テ ッ プ ３ ３ ０ で は 、 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ に 読 み 出 さ れ た 吐 出 圧 力 Ｐ １ 、 最 高 圧 力 設 定
Ｐ max、 最 低 圧 力 設 定 Ｐ min、 最 小 下 限 演 算 値 Ｋ minを 用 い 、 次 式 （ １ ２ ） に し た が っ て 最
低 周 波 数 割 合 Ｋ L 3 を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ ３ ４ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 数 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
な お 、 先 の ス テ ッ プ ２ ７ ０ に お い て 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １ 又 は ２ の 場 合 に
は 、 次 の ス テ ッ プ ３ ４ ０ に 直 接 移 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ス テ ッ プ ３ ４ ０ で は 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ に お い て 、 上 記 ス テ ッ プ ２ ４ ０ 、 ス テ ッ プ ２ ５ ０
、 又 は ス テ ッ プ ２ ６ ０ に お い て 演 算 さ れ た Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 と 圧 力 セ ン サ ７ か ら 入 力 さ れ
た 吐 出 圧 力 Ｐ １ と の 偏 差 に 基 づ き Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 が 行 わ れ 、 次 の ス テ ッ プ ３ ５ ０ に 移 る 。 な お
、 こ の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 の 演 算 結 果 で あ る 演 算 値 Ｓ は 、 前 述 し た よ う に ０ 以 上 １ 以 下 の 値 で あ る
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ス テ ッ プ ３ ５ ０ で は 、 先 の ス テ ッ プ １ ０ で 設 定 入 力 部 １ ５ に 入 力 し た 最 高 周 波 数 設 定 Ｆ ma
x及 び 最 低 周 波 数 設 定 Ｆ minと 、 前 記 の ス テ ッ プ ７ ０ ～ ９ ０ 、 ス テ ッ プ １ １ ０ 、 ス テ ッ プ １
２ ０ 、 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ～ ３ ２ ０ 、 及 び ス テ ッ プ ３ ３ ０ に お い て 上 限 ／ 下 限 演 算 部 １ ７ で 演
算 さ れ た 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L と 、 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 部 １ ６ か ら 読 み 出 し た
Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 値 Ｓ と を 用 い 、 次 式 （ １ ３ ） に し た が っ て イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令 値 Ｓ ２ （
図 ２ 参 照 ） を 演 算 し 、 次 の ス テ ッ プ ３ ６ ０ に 移 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 数 １ ３ 】
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ス テ ッ プ ３ ６ ０ で は 、 ス テ ッ プ ３ ５ ０ で 演 算 さ れ た イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令 値 Ｓ ２ を イ
ン バ ー タ １ ３ へ 出 力 し 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ の よ う に し て 、 制 御 装 置 １ ４ が 出 力 す る イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令 値 Ｓ ２ に 応 じ 、 イ ン
バ ー タ １ ３ が 周 波 数 Ｆ を モ ー タ ２ に 出 力 す る こ と で 、 制 御 装 置 １ ４ は 圧 縮 機 本 体 １ の 回 転
数 を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の と き の 周 波 数 Ｆ と イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令
値 Ｓ ２ は 同 一 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
以 上 に お い て 、 圧 力 セ ン サ ７ は 特 許 請 求 の 範 囲 各 項 記 載 の 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮
空 気 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 を 構 成 す る と と も に 、 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ る
圧 縮 空 気 の 第 １ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 を も 構 成 し 、 圧 力
セ ン サ １ ２ は 第 ２ の 検 出 位 置 に 備 え ら れ た 下 流 側 圧 力 検 出 手 段 を 構 成 す る 。 ま た 、 制 御 装
置 １ ４ は 切 り 換 え ら れ た モ ー ド で イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 １ 制 御 手 段 を 構 成 す る と と も に
、 モ ー タ の 回 転 数 の 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値 を 変 更 す る よ う に イ ン バ ー タ を 制 御 す る 第 ２ 制
御 手 段 を 構 成 し 、 さ ら に 第 ３ 制 御 手 段 を も 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
次 に 、 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 の 動 作 及 び 作 用 を 以 下 に 説 明 す る 。
設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド を 可 変 速 モ ー ド １ と し て 設 定 入 力 す る と 、 図 ３ に 示 す
フ ロ ー に お い て ス テ ッ プ １ ０ ～ ス テ ッ プ ６ ０ → ス テ ッ プ １ ０ ０ に 進 み 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ
≦ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ で あ る 場 合 に は こ の ス テ ッ プ １ ０ ０ の 判 定 が 満 た さ れ て 次 の ス テ ッ プ
１ １ ０ に 進 む 。 な お 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＞ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ で あ る 場 合 に は こ の ス テ ッ プ
１ ０ ０ の 判 定 が 満 た さ れ ず に ス テ ッ プ ７ ０ に 移 り 、 後 述 す る 可 変 速 モ ー ド ２ と 同 様 に 制 御
さ れ る 。 ス テ ッ プ １ １ ０ 及 び ス テ ッ プ １ ２ ０ に お い て 、 最 高 ・ 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 ， Ｋ L 1

は 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ に 応 じ て 固 定 し た 値 に 演 算 さ れ る 。 そ の 後 、 圧 縮 機 が 運 転 さ れ る と 、
図 ４ に 示 す フ ロ ー に お い て ス テ ッ プ ２ １ ０ ～ ス テ ッ プ ２ ７ ０ → ス テ ッ プ ３ ４ ０ → ス テ ッ プ
３ ５ ０ に 進 み 、 イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令 値 Ｓ ２ の 可 変 制 御 範 囲 が 上 記 上 限 ／ 下 限 演 算 部
１ ７ で 演 算 さ れ た 最 高 ・ 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 ， Ｋ L 1 に よ り 制 限 さ れ て 、 ス テ ッ プ ３ ６ ０ で
イ ン バ ー タ １ ３ へ 出 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 イ ン バ ー タ １ ３ か ら モ ー タ ２ に 出 力 さ れ る 周
波 数 Ｆ は 、 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 及 び 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 1 に 対 応 し た 上 限 周 波 数 か ら 下
限 周 波 数 ま で の 固 定 さ れ た 可 変 制 御 範 囲 内 で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
こ こ で 、 図 ５ は 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １ で あ る 場 合 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お
け る イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ に 対 す る 消 費 動 力 Ｌ の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 ５ に お い て 、
▲ １ ▼ は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＞ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 、 ▲ ２ ▼ は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＝ 仕 様
圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 、 ▲ ３ ▼ は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＜ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 の 消 費 動 力 特
性 を 示 し て い る 。 こ の 図 ５ に 示 す よ う に 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ が 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 以 下 と な
る 範 囲 で は 、 イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ が 上 記 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 1 に よ っ て 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＝
仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ と な る と き の 周 波 数 Ｆ S に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ
を 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ よ り 小 さ く 設 定 す る こ と で 、 図 ５ 中 ▲ ３ ▼ に 示 す よ う に 同 じ イ ン バ ー
タ 周 波 数 Ｆ S の 状 態 で ▲ ２ ▼ と 比 べ て 消 費 動 力 を Ｌ １ か ら Ｌ ２ ま で 低 減 す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 可 変 速 モ ー ド １ を 選 択 し た 場 合 に は 、 こ の よ う に 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 仕 様
圧 力 設 定 Ｐ ｓ よ り 下 げ て 圧 縮 機 を 運 転 す る こ と で そ の 分 の 動 力 を 低 減 で き 、 モ ー タ ２ の 能
力 に 余 裕 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
一 方 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド を 可 変 速 モ ー ド ３ と し て 設 定 入 力 す る と 、 図 ３
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に 示 す フ ロ ー に お い て 初 期 設 定 入 力 さ れ 、 圧 縮 機 運 転 後 、 図 ４ 中 ス テ ッ プ ２ １ ０ ～ ス テ ッ
プ ２ ８ ０ と 進 み 、 こ の ス テ ッ プ ２ ８ ０ ～ ス テ ッ プ ３ ２ ０ に お い て 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 が 圧
力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 演 算 さ れ 、 次 の ス テ ッ プ ３ ３ ０ に お い
て 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 3 に つ い て も 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 演 算 さ れ る 。 そ の 後 、 上 記
の 可 変 速 モ ー ド １ の 場 合 と 同 様 に 、 ス テ ッ プ ３ ５ ０ に お い て イ ン バ ー タ 出 力 周 波 数 指 令 値
Ｓ ２ の 可 変 制 御 範 囲 が 上 記 最 高 ・ 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 ， Ｋ L 3 に よ り 制 限 さ れ て 、 ス テ ッ プ
３ ６ ０ で イ ン バ ー タ １ ３ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
こ こ で 、 図 ６ は 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド ３ で あ る 場 合 の イ ン バ ー タ 周 波 数 に 対
す る 消 費 動 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 ６ に お い て 、 ▲ ４ ▼ は 吐 出 圧 力 Ｐ １ ＝ 最 高 圧
力 設 定 Ｐ maxの 場 合 、 ▲ ５ ▼ は 吐 出 圧 力 Ｐ １ ＝ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 、 ▲ ６ ▼ は 吐 出 圧
力 Ｐ １ ＝ 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minの 場 合 の 消 費 動 力 特 性 を 示 し て い る 。 こ の と き 、 可 変 速 モ ー
ド ３ で は 上 述 し た よ う に 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 3 が 運 転 中 に 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 実 際 の 吐
出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 逐 次 演 算 ・ 更 新 さ れ る の で 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ に
設 定 し て い た 場 合 で あ っ て も 、 例 え ば 吐 出 圧 力 Ｐ １ が 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minま で 低 下 し た 際
に 、 上 記 可 変 速 モ ー ド １ の 場 合 に は イ ン バ ー タ 周 波 数 は Ｆ S ま で し か 上 昇 し な い の に 対 し
、 こ の 可 変 速 モ ー ド ３ で は 図 ６ 中 ▲ ６ ▼ に 示 す よ う に イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ が 追 従 し て 最 高
周 波 数 設 定 Ｆ maxま で 上 昇 し 、 ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 仕 様 を 超 え な い 範 囲 で 最 大 限 の 空 気 量
を 吐 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 起 動 時 の 初 期 充 気 時 等 の 圧 力 過 渡 状 態 に お
い て 、 吐 出 圧 力 Ｐ １ が 最 低 圧 力 設 定 Ｐ minに 達 す る ま で の 間 は イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ を 最 高
周 波 数 設 定 Ｆ maxま で 上 昇 さ せ て 吐 出 空 気 量 を 最 大 限 に 増 加 さ せ る こ と に よ り 初 期 充 気 時
の 遅 延 化 防 止 を 図 っ た り 、 一 時 的 に 供 給 先 の 使 用 空 気 量 が 増 大 し た 場 合 に そ の と き の 吐 出
圧 力 Ｐ １ の 低 下 に 追 従 し て 吐 出 空 気 量 を 増 加 す る こ と で 供 給 圧 力 の 低 下 の 防 止 を 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
他 方 に お い て 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 可 変 速 制 御 モ ー ド を 可 変 速 モ ー ド ２ と し て 設 定 入 力 す る
と 、 図 ３ 中 ス テ ッ プ １ ０ ～ ス テ ッ プ ７ ０ に 進 み 、 こ の ス テ ッ プ ７ ０ 及 び 次 の ス テ ッ プ ８ ０
に お い て 最 高 ・ 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 ， Ｋ L 2 が 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 応 じ た 値 に 演 算 さ れ る 。
そ の 後 、 圧 縮 機 が 運 転 さ れ て か ら の 制 御 内 容 は 上 記 の 可 変 速 モ ー ド １ の 場 合 と 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ８ １ 】
こ こ で 、 図 ７ は 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド ２ で あ る 場 合 の イ ン バ ー タ 周 波 数 に 対
す る 消 費 動 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 ７ に お い て 、 ▲ ７ ▼ は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＞ 仕
様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 、 ▲ ８ ▼ は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＝ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 、 ▲ ９ ▼ は
目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ＜ 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ の 場 合 の 消 費 動 力 特 性 を 示 し て い る 。 こ の と き 、 可
変 速 モ ー ド ２ で は 上 述 し た よ う に 最 高 周 波 数 割 合 Ｋ H 2 が 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 応 じ た 値 に 演
算 さ れ る の で 、 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ よ り 小 さ く 設 定 し た 場 合 に は 、 上 記
可 変 速 モ ー ド １ の 場 合 に は イ ン バ ー タ 周 波 数 は Ｆ S ま で し か 上 昇 し な い の に 対 し 、 こ の 可
変 速 モ ー ド ２ で は 図 ７ 中 ▲ ９ ▼ に 示 す よ う に イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ を 周 波 数 Ｆ S よ り 上 の そ
の と き の 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 対 応 す る 周 波 数 ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、
可 変 速 モ ー ド ２ に お い て は 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ よ り 小 さ く 設 定 す る こ と
で 、 イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ の 上 限 値 を 増 大 さ せ 圧 縮 機 の 吐 出 空 気 量 を 定 格 空 気 量 以 上 に 増 大
さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 可 変 速 モ ー ド ２ で は 上 記 可 変 速 モ ー ド ３ の よ う に 運 転 中
の 吐 出 圧 力 状 態 に 追 従 し て 上 限 値 を 変 更 す る の で は な く 、 予 め 設 定 す る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ
に 応 じ て 上 限 値 を 変 更 す る に す ぎ な い の で 、 上 記 可 変 速 制 御 モ ー ド ３ の よ う な 運 転 状 態 に
追 従 し た 精 密 な 回 転 数 制 御 を 行 う 場 合 に 比 べ て 圧 縮 機 の 機 械 的 な 劣 化 を 抑 制 す る 効 果 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に よ れ ば 、 吐 出 空 気 量 を 増 加 し て
初 期 充 気 の 遅 延 化 防 止 や 一 時 的 な 使 用 空 気 量 増 大 時 に お け る 吐 出 圧 力 低 下 の 防 止 を 図 り た
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い 場 合 に は 可 変 速 モ ー ド ３ 、 も っ ぱ ら 消 費 動 力 低 減 の み を 主 眼 と し た い 場 合 に は 可 変 速 モ
ー ド １ 、 吐 出 空 気 量 の 増 加 は 図 り た い が そ れ に よ る 機 械 的 な 劣 化 は 抑 制 し た い 場 合 に は 可
変 速 モ ー ド ２ を 選 択 し て そ の 制 御 モ ー ド に て 運 転 す る こ と で 、 ユ ー ザ の 多 種 多 様 な ニ ー ズ
に 対 し 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
ま た 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速 モ ー ド １ で あ っ て 目 標 圧 力 設 定
Ｐ ｉ が 仕 様 圧 力 設 定 Ｐ ｓ 以 下 で あ る 場 合 を 除 き 、 上 述 し た よ う に 、 可 変 速 モ ー ド ２ の 場 合
に は 図 ３ 中 ス テ ッ プ ９ ０ に お い て 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ L 2 が 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 応 じ た 値 に 演
算 さ れ 、 ま た 可 変 速 モ ー ド ３ の 場 合 に は 図 ４ 中 ス テ ッ プ ３ ３ ０ に お い て 最 低 周 波 数 割 合 Ｋ

L 3 が 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ た 値 に 演 算 さ れ る 。 し た が っ て 、 イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ の 可
変 範 囲 の 下 限 値 は 、 可 変 速 モ ー ド ３ の 場 合 に は 図 ６ 中 ア に 示 す 範 囲 で 上 限 値 の 変 更 に 追 従
し て 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 運 転 中 に 自 動 的 に 変 更 さ れ 、 可 変 速 モ ー ド ２ の 場 合 に は
図 ７ 中 イ に 示 す 範 囲 で 上 限 値 の 変 更 に 追 従 し て 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に 応 じ て 自 動 的 に 変 更 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 イ ン バ ー タ 周 波 数 Ｆ の 可 変 制 御 範 囲 の 上 限 値 の み を 可 変 さ せ る 前 述 し
た 先 願 発 明 の よ う な 構 造 と 比 べ て 、 上 限 値 が 可 変 し て 小 さ く な る 場 合 に は 可 変 制 御 範 囲 が
減 縮 さ れ る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 供 給 先 の 必 要 風 量 に 応 じ て 比 較 的 可 変 幅 の 広
い 回 転 数 制 御 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 下 限 値 が 可 変 し な い 構 造 に 比 べ 、 イ ン バ ー タ
周 波 数 の ０ か ら 上 限 値 ま で の 領 域 中 に 占 め る ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 が 行 わ れ る 領 域 の 割
合 が 増 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 消 費 動 力 を 低 減 す る こ と が で き 、 且 つ 、 ロ
ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 の 際 に 動 作 す る 吸 込 み 絞 り 弁 １ ９ （ 図 １ 参 照 ） 等 の 機 械 寿 命 が 低 下
す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た こ れ に 加 え て 、 上 限 値 が 可 変 し て 大 き く な る 場 合 に
は 、 下 限 値 が 可 変 し な い 構 造 に 比 べ て 可 変 制 御 範 囲 が 必 要 以 上 に 拡 大 す る の を 抑 制 す る こ
と が で き る の で 、 共 振 す る 頻 度 が 増 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド を 圧 力 モ ー ド １ と し て 設
定 入 力 す る と 、 運 転 後 に お い て 図 ４ 中 ス テ ッ プ ２ １ ０ で 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐
出 圧 力 Ｐ １ を 入 力 し 、 ス テ ッ プ ２ ５ ０ で Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 を 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ と し 、 ス テ
ッ プ ３ ４ ０ で こ の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 で あ る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ と 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と の 偏
差 に 基 づ い て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力
Ｐ １ が 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ と な る よ う に 圧 力 一 定 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て 、 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ を 検 出 す る 圧 力
セ ン サ ７ は 、 圧 力 一 定 制 御 の 応 答 性 を 鑑 み て 吐 出 配 管 系 統 の 比 較 的 上 流 側 で あ る オ イ ル セ
パ レ ー タ ５ と ア フ タ ー ク ー ラ ６ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 圧 力 セ ン サ ７
で 検 出 す る 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 、 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 に 近 似 す る 吐 出 配 管 系 統 下 流
側 で の 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ は 、 通 常 、 そ の 間 の 吐 出 配 管 の 圧 力 損 失 に よ っ て 差 が 生 じ る 。
こ の 圧 力 損 失 は 圧 縮 空 気 流 量 の ２ 乗 に 比 例 す る 性 質 を 有 す る た め 、 圧 縮 機 の 吐 出 空 気 量 が
多 く な る ほ ど 飛 躍 的 に 増 大 す る 。 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 に お い て
は 、 上 述 し た よ う に 可 変 速 制 御 モ ー ド を 可 変 速 モ ー ド ２ 又 は ３ と し た 場 合 に は 吐 出 空 気 量
を 定 格 空 気 量 以 上 に 増 大 す る こ と が で き る の で 、 特 に 可 変 速 モ ー ド ２ 又 は ３ と し た 場 合 に
圧 力 制 御 モ ー ド を 上 記 圧 力 モ ー ド １ と す る と 、 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 実 際 の 供 給 圧 力 、 す
な わ ち 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ と 実 際 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 と の 差 が 大 き く な っ て し ま い 、 圧 縮 空
気 の 吐 出 空 気 量 精 度 が 悪 化 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
そ こ で 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド を 圧 力 モ ー ド ２ と し て
設 定 入 力 す る と 、 図 ３ 中 ス テ ッ プ ３ ０ で 圧 力 セ ン サ ７ と 圧 力 セ ン サ １ ２ と の 間 の 圧 力 損 失
を 演 算 値 β と し て 算 出 し 、 図 ４ 中 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側
吐 出 圧 力 Ｐ １ を 入 力 し 、 さ ら に ス テ ッ プ ２ ６ ０ に お い て 上 記 演 算 値 β （ 正 確 に は 単 位 換 算
し た も の ） に 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 加 算 し た 第 ２ の 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ２ を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値
と す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ ３ ４ ０ で こ の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 で あ る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ２ と 上
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流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と の 偏 差 に 基 づ い て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 実 際 に 検 出 し た
上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 基 づ い て 圧 力 セ ン サ ７ と 圧 力 セ ン サ １ ２ と の 間 の 吐 出 配 管 の 圧 力 損
失 を 演 算 し 、 そ の 演 算 し た 圧 力 損 失 を 供 給 先 へ の 目 標 供 給 圧 力 で あ る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ に
加 算 す る こ と で 演 算 上 の 上 流 側 吐 出 圧 力 を 設 定 し 、 実 際 の 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ が こ の 演 算
上 の 上 流 側 吐 出 圧 力 と な る よ う に 圧 力 一 定 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
ま た 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 設 定 入 力 部 １ ５ で 圧 力 制 御 モ ー ド を 圧 力 モ ー ド ３ と し て 設
定 入 力 す る と 、 図 ４ 中 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ
１ を 入 力 し た 後 、 ス テ ッ プ ２ ３ ０ で 圧 力 セ ン サ １ ２ で 検 出 し た 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ を 入 力
し 、 さ ら に ス テ ッ プ ２ ４ ０ で こ れ ら 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ と 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ と の 偏 差 に
目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ を 加 算 し た 第 ３ の 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ３ を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 と す る 。 そ し
て 、 ス テ ッ プ ３ ４ ０ で こ の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 目 標 値 で あ る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ ３ と 上 流 側 吐 出 圧 力
Ｐ １ と の 偏 差 に 基 づ い て Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 実 際 に 検 出 し た 上 流 側 吐 出 圧
力 Ｐ １ と 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ と の 偏 差 に 供 給 先 へ の 目 標 供 給 圧 力 で あ る 目 標 圧 力 設 定 Ｐ ｉ
を 加 算 す る こ と で 上 流 側 吐 出 圧 力 を 設 定 し 、 実 際 の 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ が こ の 設 定 さ れ た
上 流 側 吐 出 圧 力 と な る よ う に 圧 力 一 定 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
以 上 の よ う に 、 圧 力 制 御 モ ー ド を 圧 力 モ ー ド ２ 又 は ３ と す る こ と で 、 圧 力 セ ン サ ７ で 検 出
し た 吐 出 圧 力 Ｐ １ に 応 じ て 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ （ す な わ ち 供 給 先 へ の 供 給 圧 ） が 一 定 範 囲
内 と な る よ う に 圧 力 一 定 制 御 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 実 際 の 圧 縮 空 気 の 供 給 先
へ の 供 給 圧 力 が ほ ぼ 所 定 の 範 囲 内 と な る よ う に 制 御 す る こ と が で き る の で 、 圧 縮 空 気 の 吐
出 空 気 量 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 記 し た よ う に 特 に 可 変 速 モ ー ド ２
又 は ３ と し て 定 格 空 気 量 以 上 の 吐 出 空 気 量 を 得 よ う と し た 場 合 で も 、 圧 力 制 御 モ ー ド を 圧
力 モ ー ド ２ 又 は ３ と す る こ と で 圧 縮 空 気 の 吐 出 空 気 量 精 度 の 悪 化 を 防 止 す る こ と が で き る
。 ま た 、 圧 力 モ ー ド ２ 及 び ３ に お い て は 、 下 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ ２ を 直 接 Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 に 用 い ず
に 、 圧 力 損 失 を 加 算 し た 上 流 側 吐 出 圧 力 Ｐ １ を Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 に 用 い る の で 、 圧 縮 機 本 体 １ と
吐 出 圧 力 検 出 位 置 と の 距 離 が 離 れ て い る 場 合 に 生 じ る モ ー タ 回 転 数 の ハ ン チ ン グ を 防 止 で
き 、 圧 縮 空 気 の 供 給 が 不 安 定 と な る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
な お 、 上 記 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お い て は 、 圧 力 制 御 モ ー ド 及 び 可 変 速 制 御 モ ー ド の 設
定 入 力 を 設 定 入 力 部 １ ５ で す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら な い 。 す な わ ち 、 制 御 装 置 １ ４
の 外 部 に 設 け た 外 部 端 末 １ ８ （ 図 ２ 中 破 線 で 図 示 ） 等 に よ り 制 御 モ ー ド の 選 択 が な さ れ 、
こ の 外 部 端 末 １ ８ か ら 出 力 さ れ る 選 択 信 号 Ｍ に よ り 設 定 入 力 部 １ ５ の 制 御 モ ー ド が 切 り 換
え ら れ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 そ の 他 の 各 種 設 定 値 に つ い て も 、 こ の 外 部 端 末 １ ８ 等
か ら 設 定 入 力 す る よ う に し て も よ い 。 こ の と き 、 外 部 端 末 １ ８ は 請 求 項 ２ 記 載 の 選 択 信 号
を 第 １ 制 御 手 段 に 出 力 す る 選 択 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 も っ ぱ ら 消 費 動 力 低 減 の み を 主 眼 と し た い 場 合 に は 第 １
の 制 御 モ ー ド 、 吐 出 空 気 量 の 増 加 は 図 り た い が そ れ に よ る 機 械 的 な 劣 化 は 抑 制 し た い 場 合
に は 第 ２ の 制 御 モ ー ド 、 吐 出 空 気 量 を 増 加 し て 初 期 充 気 の 遅 延 化 防 止 や 一 時 的 な 使 用 空 気
量 増 大 時 に お け る 吐 出 圧 力 低 下 の 防 止 を 図 り た い 場 合 に は 第 ３ の 制 御 モ ー ド と い っ た よ う
に 、 ニ ー ズ に 応 じ た 制 御 モ ー ド に て ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 を 運 転 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ
り 、 ユ ー ザ の 多 種 多 様 な ニ ー ズ に 対 し 柔 軟 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ 制 御 手 段 で 可 変 制 御 範 囲 の 下 限 値 を 変 更 し 、 そ の 変
更 し た 可 変 制 御 範 囲 内 に お い て 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 圧 縮 空 気 の 吐 出 圧 力 に 応 じ て モ ー
タ の 回 転 数 を イ ン バ ー タ で 制 御 し て 回 転 数 可 変 制 御 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 可 変 制 御 範 囲 の
上 限 値 の み を 可 変 さ せ る 場 合 と 比 べ て 、 上 限 値 が 可 変 し て 小 さ く な る 場 合 に は 可 変 制 御 範
囲 が 減 縮 す る こ と を 抑 制 で き る の で 、 供 給 先 の 必 要 風 量 に 応 じ て 可 変 幅 の 広 い 回 転 数 制 御
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を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 圧 縮 機 の 運 転 領 域 全 体 に 占 め る ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 を
行 う 領 域 の 割 合 が 増 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 消 費 動 力 を 低 減 す る こ と が で
き 、 且 つ ロ ー ド ・ ア ン ロ ー ド 運 転 の 際 に 動 作 す る 吸 込 み 絞 り 弁 等 の 機 械 寿 命 の 低 下 を 抑 制
す る こ と が で き る 。 一 方 、 上 限 値 が 可 変 し て 大 き く な る 場 合 に は 、 可 変 制 御 範 囲 が 必 要 以
上 に 拡 大 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 共 振 す る 頻 度 が 増 大 す る の を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 第 ３ 制 御 手 段 に よ り 、 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 検 出 し た 第
１ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 に 応 じ て 、 下 流 側 の 第 ２ の 検 出 位 置 で の 吐 出 圧 力 が 所 定 の 範 囲
内 と な る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 実 際 の 圧 縮 空 気 の 供 給 先 へ の 供 給 圧 力 が ほ ぼ 所 定
の 範 囲 内 と な る よ う に 制 御 す る こ と が で き る の で 、 圧 縮 空 気 の 吐 出 空 気 量 精 度 を 向 上 す る
こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 で 上 流 側 の 第 １ の 検 出 位 置 に お い て 検 出 し た
吐 出 圧 力 を 回 転 数 制 御 に 用 い る の で 、 ハ ン チ ン グ の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 の 全 体 構 造 を 表 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 制 御 装 置 の 制 御 機 能 を 表 す
機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 制 御 装 置 の 制 御 機 能 の う ち
、 初 期 設 定 及 び 圧 縮 機 運 転 前 に 行 わ れ る 圧 力 一 定 制 御 及 び 可 変 速 制 御 に 係 わ る 制 御 内 容 を
表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 制 御 装 置 の 制 御 機 能 の う ち
、 圧 縮 機 運 転 後 に 行 わ れ る 圧 力 一 定 制 御 及 び 可 変 速 制 御 に 係 わ る 制 御 内 容 を 表 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速
モ ー ド １ で あ る 場 合 の イ ン バ ー タ 周 波 数 に 対 す る 消 費 動 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速
モ ー ド ３ で あ る 場 合 の イ ン バ ー タ 周 波 数 に 対 す る 消 費 動 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 の 一 実 施 の 形 態 に お い て 、 可 変 速 制 御 モ ー ド が 可 変 速
モ ー ド ２ で あ る 場 合 の イ ン バ ー タ 周 波 数 に 対 す る 消 費 動 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 圧 縮 機 本 体
２ 　 　 　 　 　 　 モ ー タ
７ 　 　 　 　 　 　 圧 力 セ ン サ （ 圧 力 検 出 手 段 ； 上 流 側 圧 力 検 出 手 段 ）
１ ２ 　 　 　 　 　 圧 力 セ ン サ （ 圧 力 検 出 手 段 ； 下 流 側 圧 力 検 出 手 段 ）
１ ３ 　 　 　 　 　 イ ン バ ー タ
１ ４ 　 　 　 　 　 制 御 装 置 （ 第 １ 制 御 手 段 ； 第 ２ 制 御 手 段 ； 第 ３ 制 御 手 段 ）
１ ８ 　 　 　 　 　 外 部 端 末 （ 選 択 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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